
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №１ 

北広島市交通安全運動推進委員会 

令和 7 年 4 月 1 日発行 

 

 春の訪れとともに、今年も入学（園）式の季節となりました。 
 たくさんの希望を胸に、元気に登校、登園する子ども達の姿が見られます。 
 今春、市内の小学校には、約 410 人の新 1 年生が入学されます。 
 子ども達は、少しずつ保護者から離れ、「独り立ち」がはじまります。 

保護者の方は、子どもの成長を喜ぶ反面、交通事故に遭わないかなど、様々な面で心配も多
くあるでしょう。 
 交通事故防止のためには「自分の命は自分で守る」という意識付けが大切であり、交差点
や横断歩道を渡る際は「止まる・見る・待つ」を身体で覚えさせることが大事です。 
 また、毎日の通学路について、どういうところが危険なのか、子どもと一緒に 
子どもの目線で確認しておくことも必要なことです。 
 かけがえのない子ども達を、家族・地域で見守っていきましょう。 

運動期間   ４月６日（日）～４月 15 日（火） 

年間スローガン 【ストップ・ザ・交通事故 ～ めざせ 安全で安心な北海道】 

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

発生件数 13 17 16 6 11 9 11 6 14 14 11 6 134

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

傷 者 数 17 26 23 6 13 9 18 7 19 19 15 9 181

令和 6 年中、交通事故の発生件数は 134 件で前年より 10 件増加しており、9 月には緑陽町の
市道において車両と横断中の歩行者との事故により、歩行者が亡くなっています。 

昨年は、前年と比較すると、12 月が 16 件減少しましたが、2 月と５月が 7 件、9 月が 6 件増
加したため、発生件数 10 件増加、死傷者数 16 人増加となりました。特に、高速道路においては、
前年比８件増加の 11 件の発生、17 人増加の 22 人が負傷しています。 

運転される方は、全席シートベルトの着用、スピードダウンの励行、交差点での安全確認、歩行者
優先の意識を持って運転しましょう。一方、歩行者の方は、交通ルールを守り、反射材や明るい服装
の着用に心がけ、横断中でも周囲の車などの動静に注意しましょう。 

また、自転車の方は、交通ルールを守り、横断歩道を渡る時は、降りて押して渡りましょう。 

 

ご入学・ご入園おめでとうございます 

運動重点 ○こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践 

     ○歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶やシートベルト・チャイルドシートの適切な使用の促進 

     ○自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守の徹底 

     〇飲酒運転の根絶 

     〇スピードダウン 

交通事故死ゼロを目指す日 4 月 10 日（木） 

デイ・ライト（昼間
点灯）運動とは? 

デイ・ライト運動は、自動車運転中、昼間からライトを点灯させることで交通事故

防止を図ろうとする運動です。 

飲酒運転は犯罪です。「飲酒運転をしない、させない、許さない」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者・自転車が絡む事故を防止するために 

①横断歩道の利用 
横断歩道がある場所の付近では、その横断歩道を横断しなければなりません。 

②歩行者の交通ルールを守る 
斜め横断、通行車両や駐車車両の前後横断などは、歩行者の違反になります。 

③信号を守る 
黄色信号で横断を始めたり、赤信号で道路を横断したりしてはいけません。 
歩行者用信号機の青色が点滅したら、黄色信号と同じで横断を始めてはいけません。 

④安全確認 
横断する前に「止まる」、それから「左右を確認」し、それから 
「渡る」。途中で「もう一度左側を確認」する。これは、車の運転 

手が右側から横断してくる歩行者を見落とす事故が多いためです。 
⑤目立つ服装と夜光反射材の活用 
 明るい服装や夜光反射材を着用し、目立つ服装で出かけましょう。 

歩行者事故の防止 

昨年、市内で発生した交通事故のうち、歩行者絡む事故が 16 件発生し、死者 1 人、重傷者

5 人を含む 16 人が死傷、また自転車が絡む事故が 15 件発生し、重傷者 1 人を含む 15 人が

負傷しています。歩行者事故、自転車事故を防ぐために、次のことに注意しましょう。 
 

自転車事故の防止 
①自転車は『車両』、ブレーキやライトの点検を忘れずに 

自転車は、車両で、法律では道路の左端通行が原則です。 

右側通行（逆走）すると車両との正面衝突や出会い頭事故、歩行者 

との事故の危険性が高くなります。また、ブレーキやライト等が故障 

していると事故につながるため、必ず点検をしましょう。 

②自転車の交通ルールを守る 

飲酒運転、スマホ・携帯電話を把持したまま、傘をさしたまま、 

イヤホンで音楽を聴きながらなどの「ながら運転」、「歩道通行可」 

の標識がない歩道通行、一時不停止、信号無視などは違反です。 

自転車が歩道を通行できるのは、次の 3 つの場合のみです。 

 〇道路標識などで自転車通行可になっている 

 〇運転者が、13 歳未満の子ども、70 歳以上の方など 

 〇車道または交通の状況に照らして、通行の安全を確保 

するために、やむを得ないとき 

 この「やむを得ないとき」というのは、次のようなときです。 

 ◇道路工事や連続した駐車車両などあるとき 

 ◇著しく自動車などの交通量が多く、かつ、車道の幅が狭い 

③信号機のある交差点の右折方法（二段階右折） 

自動車の右折方法とは異なります。右図を参照してください。 

④信号機のない交差点の右折方法 

自動車の右折方法とは異なり、道路の左端から交差点の内周を 

大回りで徐行して右折する。 
⑤横断歩道の渡り方 
 歩行者用信号機が「歩行者・自転車専用」で、自転車横断帯がある 

場合は自転車に乗って横断帯を渡る。それ以外の横断歩道では、歩行 
者がいる時は、自転車から降りて押して横断歩道を渡る。 

⑥ヘルメットの着用 
 自転車事故の場合、頭部の損傷が致命傷となるケースが多いため、 

ヘルメットを着用しましょう。 


